
獅
子
舞

初
午

稲
荷

大
黒

薬
師

富
士
講
庚
申
講

大
山
講

フ
セ
ギ
の

 

お
札

え
び
す

くらしの中の祈り企
画
展

令和８年 ７月１８日（土）～９月２３日（水・祝）
会場：調布市郷土博物館１階展示室

特 別 公 開
下石原八幡神社の獅
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（調布市指定有形民俗文化財）

調布市郷土博物館
住　　所	：〒182-0026 調布市小島町3-26-2
開館時間	：午前９時～午後４時　
休 館 日	：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
アクセス	：京王相模原線� 京王多摩川駅下車徒歩４分
電　　話	：042-481-7656

下石原八幡神社の獅子舞（道中舞）



京
王
多
摩
川
駅

バス停：福祉作業所入口 バス停：京王多摩川駅

保育園
福祉
作業所

郷土博物館
至 品川通り

至 多摩川

稲荷橋

至 調布駅

コンビニ

日々のくらしの中で折に触れて行われる祈り―
その過去や現在の様子について資料を通して紹介します。

1  お札から見る祈り
調布に住む人々はどのような神社やお寺になじみがあったのか、
市内の旧家から寄贈されたお札を一例として考察します。

2  様々な「講
こう

」
今とくらべ、かつては「講」という集団で、信仰に関わる多様な
活動が行われていました。市内におけるそれらの様子について、
実際に「講」で使われていた資料を元に解説します。

3  年中行事の中の祈り
くらしの中で折に触れて行われてきた、年中行事の中にみられる
祈りの様子について紹介します。

4  現代の祈りの諸相
くらしが多様化した現代において、行事の存続には様々な困難
が存在します。そのような状況の中で行われている祈りや祭礼の
様子を紹介します。

関連イベント 
展示解説
担当学芸員による展示解説です。
日　時◆７月20日（月・祝）　　８月23日（日）
　　　　①11：00～　②14：30～　各回30分程度（同内容）
会　場◆1階展示室
申　込◆当日直接会場にお越しください。

下石原八幡神社氏子会からご協力をいただき、獅子舞に使用
される獅子頭を展示します。
会期中はいつでもご覧いただけます。
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調布市郷土博物館
https://www.city.chofu.lg.jp/100200/p073000.html
https://twitter.com/chofu_museum


